
保育所の自己評価について 
2026.3.23. 

 

オルタスそらいろでは、評価表を使って一人ひとりの職員が自己評価を行っています。その結果を集計

して、職員で話し合い保育園の自己評価とし、特色を伸ばし、また、課題を見つけていきます。 

 

【課題】 

① 毎日のミーティングの中でひとりひとりの子どもたちの様子の報告や情報共有を行なっているが、そ

のクラス・グループで関わる全ての職員で、より深く話し合う機会を設けたい。 

② 全職員に細かいマニュアルの周知ができていない。 

③ 地域の方向けに『そらいろひろば』やホール開放を通じて、子育て支援を行ってきたが、参加者が少

なく、地域子育て拠点ラフールとの差別化を要する。また、ラフールとの協働での機会が持てなかっ

た。 

④ 目的を持って研修に参加することができなかった。 

 

【改善取り組み内容】 

① 午睡の時間を利用し、クラス毎に設定した日程でそのクラスに関わる全ての職員が集まって、今その

子になにが必要か、どんな対応をすべきかなどを密に話し合う時間を設ける。 

② マニュアルはすぐに閲覧できるようまとめてファイリングしてあるが、より見やすく、理解できるよ

う見直していきたい。 

③ 地域子育て拠点ラフールでは行っていないような、保育園ならではの内容の企画と、ラフールとの協

働で地域に向けたイベントなども計画する。 

④ 今年度は全職員が県が指定するキャリアアップ研修を受講したが、来年度は職員ひとりひとりが知識

や技術の向上を目的とし、希望する研修に参加できるようにしたい。 

 

【まとめ】 

おひさまグループ 

・子どもたちの発達に合わせたグループでの保育。大きな集団ではなく小さな集団になり落ち着いて過

ごすことができた。 

・職員との信頼関係、ひとりひとりの生活リズムが整うまでは担当職員が保育することで園生活にスム

ーズに慣れることができた。 

・リズム遊びは子どもたちがとても興味を持ったので通年で活動に取り入れた。 

・マッシュポテトやスイートポテト作り、パン生地あそび、玉ねぎ掘りやじゃがいも掘りなど、食育に

も興味を持って取り組んでいた。 

にじグループ 

・子どもたち主体で、興味を持ったことにはどんどん挑戦し、互いに励まし助け合い、過ごしていた。 

・運動会や発表会も、その日の為だけではなく、見通しをもって知らせ、無理なく子どもたちが興味を

持って参加できるようした。 

・年長児は他園の年長児との交流を多く設け、小学校に向けて安心感や期待が持てるようにした。 

・餅つきや夏祭りごっこ（かき氷や綿あめ）など、楽しみながら新しい食育も行った。 


